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執筆者の紹介

Jeff Livingston は、1976 年にカリフォルニ
ア州ロンポックで生まれました。熱心な水
泳選手であると同時に意欲的な建築士でも
ある Jeff は、テキサス大学の男子水泳チー
ムに参加し、競泳でオリンピックに出場す
る夢を追い求めました。その後、ジョージ
ア工科大学で建築学の修士号の取得を目指
しました。現在は、妻の Ariadne と 3 人の子
供達とともに、カナダのオタワで暮らして
います。Jeff は、10 年以上の経験がある建
築士です。この 4 年間、Jeff は、GRC アーキ
テクトをオタワの自宅に呼び、レクリエー
ション、施設、大学、およびオフィスの幅
広いプロジェクトに従事しています。レク
リエーション センターと水泳プールの設計
によって、Jeff は競泳やスポーツに対する思
いと、建物や空間の設計に対する情熱を結
び付けることができました。
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建築設計
私は、設計と建築表現の作成において、CorelDRAW と Corel PHOTO-PAINT を 10 年以上使用
しています。他のグラフィック プログラムに比べて、高速で柔軟性があるからです。次の設
計は、北オンタリオ地方の水泳プールの提案のために作成したものです。設計コンセプト
は、建物の外観が内観を模した水泳プールとレジャー プールを作ることでした。

さまざまな構想を経て、インスピレーションとして水風船の構造と外観に着目し始めまし
た。3D モデリング プログラムを使用して、一般的な素材を使用してレンダリングを行いま
した。その後、CorelDRAW を使用して、さまざまな素材とカラー パレットを短時間で探索
し、CorelDRAW 内の植物、環境、一般的な点景を追加して、レンダリングを生き生きとした
ものにすることができました。

このプロジェクトで、私は 2 枚の透視図の作成に重点を置いています。1 枚は屋外の入口 ( 図 
1) で、もう 1 枚は屋内のプール デッキ ( 図 2) です。 

図 1: 外観
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図 2: 内観

シートを設定する
最初に、CorelDRAW で、デザインの下部に表示される表題欄を追加しました。方法として
は、GRC アーキテクトの JPEG ロゴをインポートし、テキスト ツールを使用してテキストを
追加し ( 図 3)、線画を追加し、最終イメージの出力サイズに合わせてレイアウト スペースを
サイズ変更しました。

図 3: 表題欄を作成する

元のイメージを調整する
作成後のプロセスを開始するにあたり、レンダリングした元の JPEG イメージを取り込みま
した。外観写真は夕暮れ時に撮影されたため、やや暗すぎました。輝度、コントラスト、強
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度を変更する ([ 効果 ]  [ 調整 ]  [ 輝度 / コントラスト /強度 ]) ことによって、JPEG イメージ
を調整しました。さらに調整するために、トーン カーブ ([ 効果 ]  [ 調整 ]  [ トーン カーブ ]) 
も使用しました ( 図 4 および図 5)。

図 4: トーン カーブを使用する

図 5: 輝度を調整する

モデリング ミスを修正する
レンダリングしたイメージの細部で変更したい箇所がいくつかありました。それらを、Corel 
PHOTO-PAINT で短時間で変更できたので、再レンダリングに時間をかけることはありません
でした。たとえば、イメージの中の男性の姿を削除したいと思いました。レンダリングでの
モデリング ミスを修正する非常に便利なツールの 1 つが、クローン ツールです。これを使用
して、Corel PHOTO-PAINT でビットマップを直接編集することができます ( 図 6)。乗算透明
度での領域のペイントを含め、さまざまな調整を行った後、イメージを CorelDRAW に戻し
ました。 
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図 6:クローン ツールを使用してモデリング ミスを修正する

線画を追加インポートする
CorelDRAW では、線を自由に調整するために線画のイメージを別に作成すると便利です。線
画は建築設計の重要な要素です。CorelDRAW では、ベクトルベースのイメージを読み込むこ
とができるため、ワイヤフレーム モデリングを使用し、くっきりとした鮮明な線を作成する
ことができます。通常このような線は、ビットマップベースのプログラムの場合、ぼやけた
り失われたりします。

線画は、PDF またはその他のベクトルベースのイメージとして保存してから、CorelDRAW に
インポートすることが多いです。この場合は、PDF を CorelDRAW にインポートし、カラー
と線の太さを調整しました。CorelDRAW では、個々の線を調整したり、さらに必要に応じて
削除したりできるように、PDF、EPS、または同様のベクトル ファイルを分解することもで
きます。私は、建物内部の不要な線画の削除や、線の太さ、線のカラー、透明度の調整を行
いました。それらはすべて、オブジェクトのプロパティ ドッキング ウィンドウ内で可能です 
( 図 7 ～ 9)。
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図 7: 線画を PDF としてインポートする

図 8: 線に調整を加える
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図 9: 建物の線画に調整を加える

素材パターンと遠近効果を追加する
草、タイル、およびその他のテクスチャなどの素材パターンを作成して、さらに詳細を加え
ることができます。この例の透視図のようにレンダリングした透視図の場合、大きな透視図
には CorelDRAW の遠近効果を使用し ([ ビットマップ ]  [3D 効果 ]  [ 遠近効果 ])、詳細な透
視図には自由変形ツールを使用することができます。プールの床のタイルには、長方形ツー
ルを使用して長方形を作成し、塗りつぶしをビットマップ パターン塗りつぶしに設定しまし
た。私のオフィス ライブラリからタイルのイメージを選択し、必要に応じてスケールを調整
しました。遠近効果に合わせてタイルを調整するために、このイメージを Corel PHOTO-
PAINT に取り込みました。最後に、このイメージを CorelDRAW に戻し、必要に応じてクリッ
プおよびトリムしました ( 図 10 ～ 13)。

図 10: パターン塗りつぶしを作成する
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図 11: 長方形を移動する

図 12: 遠近効果を調整する
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図 13: 完成したタイル

カラーを調整する
オブジェクトのカラーを調整するには、レンダリングの上に新しいオブジェクトを配置し、
乗算マージ モードで透明度を適用します。これらのオブジェクトを曲線に変換してから、
ノードを追加し、整形ツールを使用して下にあるオブジェクトに合うように調整することが
できます。この場合は、長方形を作成し ( 図 14)、右クリックして曲線に変換し、ポップアッ
プ メニューから [ 曲線に変換 ] を選択します。次に、長方形に変形し ( 図 15)、整形ツールを
使用して下にあるオブジェクトに合うようにノードを調整し、透明度を調整します ( 図 16)。

図 14: 長方形を作成する
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図 15: 長方形を変形する

図 16: オブジェクトの形状と透明度を調整する

さまざまなオブジェクトの塗りつぶしカラーを変更するだけで、さまざまなカラー スキーム
を短時間で作成できます。この場合は、デフォルトのカラー パレットの赤いカラー ボックス
をクリックして赤色を適用しました。次に、カラー パレットの [ 塗りつぶしなし ] ボタン  
を右クリックして、オブジェクトの輪郭を削除しました。線画のカラーを塗りつぶしのカ
ラーとは別に制御できるこの機能は、大きな利点です。



建築設計 ¦ 11

点景を追加する
その後、樹木、植物、人物、およびその他の要素のイメージをインポートして、レンダリン
グに最後の仕上げを加えます。このプロセスには、ビットマップ カラー マスクとドロップ 
シャドウ ツールの 2 つのツールがあります。私は、これらがないと作業を進めることができ
なかったと思います。女性と子供のイメージをインポートした後 ( 図 17)、ビットマップ カ
ラー マスク ([ ビットマップ ]  [ ビットマップ カラー マスク ]) を使用して白いバックグラウ
ンドを短時間で削除し ( 図 18)、イメージ内に点景を配置しました。 

図 17: 点景のイメージをインポートする

図 18: 白いバックグラウンドの削除
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そして、ドロップ シャドウ ツールを使用し、遠近効果に合わせて影を調整するだけで、人物
が風景に溶け込んで見えるように仕上げることができました ( 図 19 および図 20)。

図 19: ドロップ シャドウを追加する

図 20: ドロップ シャドウを活用して人物を周囲に溶け込ませる
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さらに立体感を出すために、バックグラウンドのイメージを選択し、ガウス フェード ([ ビッ
トマップ ]  [ フェード ]  [ ガウス フェード ]) を追加しました ( 図 21)。

図 21: バックグラウンドのオブジェクトにフェード効果を適用する

透視図に最後の仕上げを加えたら、プリンタに出力して最終的にクライアントに提示するイ
メージを作成します。用紙の選択が可能であることやプリンタの品質を考慮し、私は、多く
の場合、この段階のイメージは専門の印刷業者に作成してもらっています。イメージを PDF 
に書き出すと最高の結果が得られることがこの何年かでわかりました。前述のように、
CorelDRAW で作成したベクトルの線画と線の太さの保持率は PDF イメージ内が最も高くな
ります。ビットマップ イメージでは、作成時に線がぼやけてしまいます。この例では、プレ
ゼンテーション ボードに合わせてページの寸法を 11 x 17 インチに設定しました。これで、
デザインを提示する準備ができました。

Copyright © 2014 Corel Corporation.All rights reserved. すべての商標および登録商標は、それ
ぞれの所有者に帰属します。

人物のイメージの一部は、skalgubbar.se によって提供されました。

http://skalgubbar.se



